別記様式第1号（第８条関係）　　　　（第１面）

景観計画区域内行為届出(通知)書

年　　　月　　　日

中　標　津　町　長　　様

届出者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印

電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　　


景観法第16条第１項(第５項)の規定により、関係図書を添えて次のとおり提出します。

	行為等の名称
	

	行為の場所
	中標津町

	着手予定日
	年　　　　　　月　　　　　　日

	完了予定日
	年　　　　　　月　　　　　　日

	区域の区分
	□ 開陽台周辺区域（景観形成重点区域）
□ 空港周辺区域
□ 国道272号バイパス沿いの区域

□ 中標津市街地中心区域

□ 中央通・大通沿いの区域

□ 中標津市街地区域
□ 計根別市街地及びその他集落区域

□ 自然･農村景観区域

	
	□ 携帯電話基地局及び電波塔等の設置等

	行為の種類
	□ 建築物
	□ 新築　　　　□ 増築　　　　□ 改築　　　　□ 移転

□ 外観の修繕又は模様替 　　　□外観の色彩の変更

	
	□ 工作物
	□ 新設　　　　□ 増築　　　　□ 改築　　　　□ 移転

□ 外観の修繕又は模様替　 　　□ 外観の色彩の変更

	
	□ 開発行為等
	□ 土地の形質の変更

	
	□ 土石の採取、鉱物の採掘※
	□ 物件の堆積

	
	□ 屋外広告物の表示、掲出※
	□ 樹木の伐採※

	


	（注）
	１　届出者は、建築主、築造主又は開発行為をしようとする者の住所等を記載し
てください。
	受　付

	
	２　該当する□に、レを記入してください。
	

	
	３　着手予定日は、請負契約、資材搬入等の準備行為は含まず、実際に工事等に着手する日を記入してください。
	

	
	４　※印の欄には、対象区域が開陽台周辺区域の場合にのみ記入してください。

５　受付欄には、記載しないでください。


	


別記様式第1号（第８条関係）　　　　（第2面）
	設計者
	住所　〒

	
	事務所名

	
	代表者名
	電話番号

	施工者
	住所　〒

	
	事務所名

	
	代表者名
	電話番号

	連絡先
	住所　〒

	
	事務所名

	
	担当者名
	電話番号

	設　計　ま　た　は　施　工　方　法　
	建築物
	用途


	敷地面積

㎡
	建築面積
㎡

	
	
	延べ面積

㎡
	高さ

ｍ
	

	
	工作物
	用途


	敷地面積

㎡
	築造面積
㎡

	
	
	高さ

ｍ
	築造面積（増改築分）

㎡
	高さ（増改築分）
ｍ

	
	開発行為

土地形質変更

土石の採取

鉱物の採掘
	開発区域面積


	行為の内容



	
	
	法面・擁壁の高さ

ｍ
	法面・擁壁の長さ

ｍ

	
	物件の堆積
	面積

㎡
	堆積物の内容


	
	立木の伐採
	面積

㎡
	


（注）　１　該当する□に、レを記入してください。

２　連絡先は、届出者以外の者が届出内容の照会先となる場合に記載してください。

 別記様式第1号（第８条関係）　　　　　　 　　（第3面）

	設　計　ま　た　は　施　工　方　法　
	彩　色　の　状　況　（建築物又は工作物である場合のみ記入）
	第一立面
	区　　　　　　　　　　分
	割　合

単位（％）

	
	
	
	彩色が施され

ている部分
	色　　　彩

(マンセル値)
	色相
	明度
	彩度
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	彩色が施され

ていない部分
	素材名
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	計
	１００％

	
	
	第二立面
	区　　　　　　　　　　分
	割　合

単位（％）

	
	
	
	彩色が施され

ている部分
	色　　　彩

(マンセル値)
	色相
	明度
	彩度
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	彩色が施され

ていない部分
	素材名
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	計
	１００％

	
	
	第三立面
	区　　　　　　　　　　分
	割　合

単位（％）

	
	
	
	彩色が施され

ている部分
	色　　　彩

(マンセル値)
	色相
	明度
	彩度
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	彩色が施され

ていない部分
	素材名
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	計
	１００％

	
	
	第四立面
	区　　　　　　　　　　分
	割　合

単位（％）

	
	
	
	彩色が施され

ている部分
	色　　　彩

(マンセル値)
	色相
	明度
	彩度
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	彩色が施され

ていない部分
	素材名
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	計
	１００％

	備　　考
	


（注）　１　該当する□に、レを記入してください。

２　外観の仕上げ材は、表面仕上げの材料をできるだけ詳しく記入してください。

３　中標津町景観条例施行規則第10条に定める図書等を添付して下さい。

別記様式第３号の１（第10条関係）　　　　　（第1面）
景観形成の配慮事項に係る対応説明書（全区域共通）
	※受付番号
	

	行為の場所
	中標津町

	区域区分
	


	行為の種類
	行為の内容

	□ 建築物
	□ 工作物
	□ 新築
	
	

	□ 開発行為
	□ 土地の形質変更
	□ 又は
	□ 増築
	□ 改築

	□ 土石の採取

□ 鉱物の採掘
	□ 屋外広告物
	□ 新設
	
	□ 模様替

	□ 物件の体積
	
	□ 移転
	□ 外観の変更
	□ 修繕

	□ 樹木の伐採
	
	
	
	□ 色彩の変更


【建築物及び工作物の建設等】
	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置
	□周辺景観との調和や眺望に配慮した位置・配置とすること。

□道路の沿道に直接面して建設せず、駐車スペースや植栽等を含む緩衝帯によって一定の後退距離（セットバック）を確保し、圧迫感の低減に努めること。

□武佐岳と周囲の山並み、標津川やその支流、歴史資産等、地域のシンボルとなる景観資源等に近接する場合は、周辺から当該資源に対する眺望に配慮した位置・配置すること。

□駐車場、物置、車庫等の付帯施設は、敷地内の建築物や施設等との調和を図り、道路やその他公共空間から用意に望めないように配慮した位置・配置とし、植栽等により修景を行うよう努めること。
	

	規模・高さ
	□周辺景観との調和や眺望に配慮した規模、高さとし、周辺の中で突出した印象や違和感を与えないように配慮すること。

□武佐岳と周囲の山並み、標津川やその支流、歴史資産等、地域のシンボルとなる景観資源等に近接する場合は、周辺から当該資源に対する眺望に配慮した規模・高さとすること。
□太陽電池発電設備の設置で築造面積が10,000㎡を超えている。
	


（第2面）
【（続き）建築物及び工作物の建設等】
	形態・意匠
	□形態・意匠は周辺景観と調和したものとすること。

□比較的規模の大きい建築物等の壁面は、長大で単調なものとならないよう工夫し、周辺への圧迫感の低減に配慮すること。

□オイルタンクや室外機等の建築物に付属する設備や、太陽電池発電設備に付属する変圧器等は、道路やその他公共空間から極力目立たない位置とし、または目隠しをする等配慮すること。

□太陽電池発電設備を建築物等に設置する場合は、周辺景観との調和に努めること。

□野立て設置の場合は、架台を道路やその他公共空間から容易に望めないように配慮した位置、配置とし、植栽等により修景を行うよう努めること。

□アンテナ類は共同化、集約化させるよう配慮すること。

□周辺景観に違和感を与える原色の使用は極力避けること。アクセント色等で使用する場合は、数や使用面積、色彩相互の調和に配慮すること。

□敷地内の施設等の統一感に配慮し、建築物等や周辺環境にも調和した色彩に配慮すること。

□武佐岳と周囲の山並み、標津川やその支流、歴史資産等、地域のシンボルとなる景観資源等に近接する場合は、周辺から当該資源に対して阻害しない色彩とすること。
	

	敷地外構、緑化修景
	□敷地内の既存の樹木や植栽は、可能な限り保存、又は移植に努めること。やむを得ず伐採する場合は、新たに植栽又は補植するなど、緑化に努めること。

□敷地内は芝生、植栽、花壇等で緑化するように配慮すること。

□敷地内の資材置き場、付帯施設等は周辺景観に配慮し、敷地外周部などに常緑樹等で緑化修景を図り、周辺との調和に努めること。

□太陽電池発電設備の設置で水平投影面積が2,000㎡以上のものを建設するときは常緑樹による緑化、修景を行い、道路やその他公共空間から容易に望めないように配慮すること。

□国道・道道をはじめとした景観形成上重要な道路に面して太陽電池発電設備を設置する場合は、水平投影面積に関わらず植樹などで修景すること。また、同設備は、設置方位を考慮しつつ植樹箇所から十分な後退距離を設けた地点に設置すること。
	


（第3面）
屋外広告物の表示、掲出

	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	位置・配置

形態・意匠
	□１つの敷地に多数の広告物を設置せず、極力分かりやすい集合型のものとすること。

□案内広告物や、のぼり旗等の簡易広告物をみだりに設置しないこと（イベント時等の一時的なものを除く）。
	

	色彩・素材
	□原色の使用を避け、周辺景観となじむ色彩に配慮すること。また、多色や極端に華美な色彩の使用も避けること。

□色彩はカラーバリアフリー（配色による見えにくさを避ける工夫）に配慮すること。
	


【開発行為等、土石の採取、鉱物の採掘、土地の形質の変更】
	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	全　般
	□現況の地形は可能な限り活かし、地形や土地の改変は必要最低限にとどめ、周辺景観と調和のとれたものとすること。

※特に行為を行う計画地周辺と地形の連続性に配慮すること

□開発区域内の既存の樹木や植栽は、可能な限り保存、又は移植に努めること。やむを得ず伐採する場合は、新たに植栽又は補植するなど、区域内の緑化に努めること。

□法面は可能な限り緩勾配となるよう工夫し、芝、低木等の植栽により緑化に努めること。擁壁になる場合は、植栽により緑化すること。
	


【屋外における土石、再生資源、建設資材、その他物件の堆積】

	区分
	配慮事項
	対応状況の説明

	全　般
	□道路やその他公共空間から容易に見える場所での堆積は避けること、または植栽等により修景を行うなどの工夫をすること。

□堆積する際は、高さを可能な限り抑えて、整然とした集積・貯蔵となるよう配慮すること。

□武佐岳、標津川、歴史資産等、地域のシンボルとなる景観資源等に近接する場合は、周辺から当該資源に対する眺望に配慮した規模・高さとすること。
	


「説明の方法」について（参考）
町内会長と説明方法に係る協議の内容について
１．説明の範囲について
　・町内会全域、電波塔等の高さの２倍の範囲にある隣組の範囲、電波塔等の高さの２倍の範囲にある住宅等
２．説明等の方法について
・住民説明会の開催の要否
・個別説明の実施の要否
※電波塔等の高さの２倍の範囲の住宅地については土地・建物所有者及び居住者の同意を受けること
・告知板の設置の要否（工事標識と別途）
・回覧板（町内会全域又は電波塔等の高さの２倍の範囲にある隣組等）
・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ダイレクトメール),DM)等の配布の要否
３．説明内容について
・次の事項を満たした文面・板面を作成し、町民等への周知を図ること。
①．設置の目的
②．設置の位置
③．設置の概要（高さ・構造）
④．設置工事の期間
⑤．問い合わせ連絡先
⑥．その他必要と思われる書面・地図等
※　周知文の表記方法、及び用紙規格、枚数等については町内会長と協議すること。
「説明後の対応」について
　　景観形成に大きな影響を及ぼす行為の届出書の提出時に、住民説明結果を整理した「関係住民説明結果報告書」を添付すること。
【関係住民説明結果報告書(別紙３)の記入方法について】
届出者（行為者） ・・・携帯電話会社
　届出内容に係る 　
照会先（相談者） ・・・元請の代表者、及び担当者名を記入
設置の場所　　   ・・・設置場所の住所地番を記入
行為の概要　　 　・・・高さ、構造、色、工事期間を記入
　地権者　　　　 　・・・行為地権者の住所、氏名、電話番号を記入
　関係町内会長　 　・・・関係町内会長の氏名、住所、電話番号を記入
　会長の意見　 　　・・・該当する□欄にチェックし、詳細を空欄へ記入
　住民説明方法　 　・・・実際に行った説明手法の□欄にチェックをする。
住民説明時期　 　・・・上記の説明方法を行った時期を年月日で記入
住民説明範囲　 　・・・説明を行った町内会名（隣組名）を記入
説明に対する反応 ・・・反対意見がある場合は、反対の内容を整理
　今後の対応　　　 ・・・反対意見に対する対応方法を記入。また、反対意見がない場合は、今後、反対意見が出た場合の対応方法について記入　
説明担当者　　　 ・・・実際に説明にあたった担当者の氏名・連絡先を記入

関係町内会長説明完了確認書

　
　

※以下は、関係町内会長に記入していただいてください。
　上記の携帯電話基地局等設置工事について、説明者より説明を受け、関係町内会内の住民に対する説明手法について協議を行いました。
年　　月　　日確認
　　　町内会名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　月　　日確認
　　　町内会名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
年　　月　　日確認
　　　町内会名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 関係町内会長への説明、及び協議が完了していることを確認するため、届出者は、枠内に必要事項を記入し、関係町内会長から署名・捺印をいただいてください。
関係住民説明結果報告書


法人その他の団体にあっては、その主たる事務所の所在地、名称及び代表者氏名





別　紙　1





別　紙　2





※枠内は届出者側が記入してください


届 出 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


説 明 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


設置場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


内　　容　(高さ)　　　　　　ｍ、(構造)　　　　　　　　造


工事期間　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日





確認印











確認印











確認印











別　紙　3





社名　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　





氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　








氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　








氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　








氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　








□説明会の開催　□告知文の送付・配布　□告知板の設置　□回覧板








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





町内会長の意見　 　





説明会　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　


その他　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　～　　　　　　年　　　　　月　　　　日





氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　








氏名　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　





社名　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　








□説明会の開催　□告知文の送付・配布　□告知板の設置　□回覧板


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





高さ　　　　　　ｍ　　構造　　　　　　　造　　色彩　　　　　　　





工事期間　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日（完了予定）





説明担当者





今後の対応　　　 





説明に対する反応 





住民説明範囲　 　





住民説明時期　 　





住民説明方法　 　





関係町内会長　 　





地権者　　　　 　





行為の概要　　 　





設置の場所　   





届出者（相談者）





社名　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　連絡先　　　　　　　　　　　





標津郡中標津町








